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• ３ＱＡ合同ミーティング
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• チェック項目の洗練

• 指摘の洗練

• 定量的な効果

• 変わったこと

• 今後の課題
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日立ソフトの初期のＣＭＭＩ日立ソフトの初期のＣＭＭＩ®®改善活動改善活動

▼‘01/6 ＣＭＭ®推進センタ発足

ギャップアナリシス

評価と改善指針の明確化

▼ ▼▼▼

▼ ▼
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改善活動
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査
・
計
画
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‘01／上 ‘01／下 ‘02／上 ‘02／下
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・・・・・・

結果
レベル１

未達成ＰＡ
ＰＰＱＡ

その後の流れ
‘02.01  公共システム本部レベル３達成
‘03.12 全社主要組織でレベル３達成
‘04.01 産業システム事業部レベル４達成
‘04.10 産業システム事業部レベル５達成

弱み： 会社や組織が要求するプロセスに対して
の遵守性を検証していることを確認できない。
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誤解の時代誤解の時代

■初期の主なアプレイザル指摘

・会社や組織が要求するプロセスに対しての遵守性を検証して
いることを確認できない。

・プロセスの客観的な評価は行われているが、部分的であり、
すべての開発プロセスを網羅しているわけではない。

・ＰＰＱＡは主に成果物のチェックを通して行われており、プロセ
スの遵守性をレビューしている活動をほとんど確認できない。

各ＱＡ部（第１～３品質保証部）のメインタスク
ＣＭＭＩ改善前： プロダクトの検査を中核とした品質保証
ＣＭＭＩ改善後： プロセスまで含めた包括的な品質保証

⇒ほとんどのＱＡメンバにとって未知の経験。
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パラダイムシフトへの障壁パラダイムシフトへの障壁

プロダクト志向

プロセス志向

• プロダクトを検査することがＱＡのメインタスクという考え

• プロセスＱＡを実施するのはＣＭＭＩ

• 指摘のスキル不足。不明確な指摘や命令口調など。

• 指摘をしてもフォローが甘いという問題。

• 定期的なプロセスＱＡができず単発的という問題。

• プロセスＱＡの定量的な効果が分からないという問題。

• 各品質保証部の足並みが揃わないという問題。

®のためという意識
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教育教育

• スキル向上のため、ＱＡメンバに対してプロセスＱＡ教育を実施。

■ 講義内容 ■
プロセスＱＡの意義 （※日立ソフト用語「プロセスＱＡ」＝ＣＭＭＩ®「ＰＰＱＡ」）
実施方法（計画・チェックリスト作成・実施・指摘・フォロー）
プロセスＱＡを実施するのに、ＣＭＭＩ®の知識は全く必要でないこと
プロセス警察になることを避け、設計チーム自身での改善を支援すること
演習・テスト

■ 実績 ■
現在までに約１７０名が受講。
教育記録は、教育センタ部の受講ＤＢに登録。イントラネットから参照可。

■ フォローアップ ■
指摘を送付する際、講師にＣＣするルールを確立。
問題がある指摘に対し、講師がコメントをする。
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３ＱＡ合同ミーティング３ＱＡ合同ミーティング

第１品質保証部
・基本ソフト
・エンベデッド etc.

第２品質保証部
・金融
・公共事業 etc.

第３品質保証部
・産業
・通信 etc.

プロセスＱＡ プロセスＱＡ プロセスＱＡ

問題点の共有 データの共有 連携した活動

３ＱＡ合同ミーティングの実施
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全社的な管理全社的な管理

トップマネジメント

全社的なプロセスＱＡ
情報管理のニーズ

３ＱＡ合同ミーティング

プロセスＱＡ共有リポジトリ ・計画／実績 ・指摘

・報告 ・チェックリスト

ＱＡ月報
（プロセスＱＡ予実績情報）

報告

プロセスＱＡ
パフォーマンスの分析

報告

長期未解決
指摘のリストアップ

ＱＡ担当者

長期プロセスＱＡ
未実施プロジェクトへの

ワーニング ＱＡ管理者
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チェック項目の洗練チェック項目の洗練

• プロセスＱＡ活動が進んでゆくと、プロセスＱＡ
チェック項目の肥大化が大きな問題に。

• チェック項目と指摘の関係について、パレート分
析を実施。

高リスク 中リスク 低リスク

最重要項目（Ａ） ○ ○ ○

重要項目（Ｂ） ○ ○

通常項目（Ｃ） ○

プロジェクトのリスクに応じて、必要な項目を確実に実施
できるようにした。
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指摘の洗練指摘の洗練

プロセスＱＡ指摘の
ありがちな問題点を
チェックリスト化。

指摘票を発行する前
にチェック
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定量的な効果定量的な効果
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目標/実績原価とプロセスＱＡ実施週率の相関

定期的にチェックを実
施しているグループ

プロセスＱＡが適切
に実施された場合

・目標からの原価の
ブレが小さくなる

・目標未達（コスト
オーバー）の可能性
が減る

ただし、関与が低す
ぎると、あまり効果
は無い。

定期的には実施していないグループ

達
成

未
達

データが共有されたことで、全社規模の分析が可能となった。

定期的不定期
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変わったこと（１）変わったこと（１）

従来 現在

プロダクトを検査することがＱＡ
のメインタスクという考えだった。

検査をせず、プロセスＱＡのみ
で品質保証をするという方法も
広まり始めている。

プロセスＱＡを実施するのはＣ
ＭＭＩ®のためだという意識が
あった

ＣＭＭＩ®の呪縛から逃れ、不遵
守によるプロジェクト失敗防止
のためという考えが定着した。

プロセスＱＡ指摘が不明確だっ
たり、命令口調といった、不適
切な指摘が多かった。

不適切な指摘はかなり少なく
なっている。

プロセスＱＡ指摘をしても、回答
もないまま放置ということがあっ
た。

指摘は解決するまで、共有リポ
ジトリのデータを元にフォローさ
れる。
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変わったこと（２）変わったこと（２）

従来 現在

プロセスＱＡをとりあえず実施し
たものの、その後が続かないと
いうことがあった。

プロセスＱＡが長期にわたって
実施されていないプロジェクトに
ついては、ＱＡ管理者にアラー
ムが出される。

プロセスＱＡの効果については
定量的な見通しがなかった。

プロセスＱＡのコスト面・品質面
での効果が明らかになっており、
さらなる分析が行われている。

改善活動はＱＡ部単位で行わ
れ、全社で一貫した活動ではな
かった。

各ＱＡ部間で、ノウハウの交換
が行われている。
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今後の課題今後の課題

• 設計チームへの意識の浸透
– プロセスＱＡに関する社内生産技術ニュース

レターへのアクセス数は過去最多。

• 品質保証部のこれから
– 「検査チーム＝プロセスＱＡチーム」 の体制は

このまま続けられるか？

• より洗練されたプロセスへ
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